
キャベツ栽培 
品種 みさき、春空、新藍 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

かしも花市場 

ポイント 定植 

植え付け時の水やりに

は、過リン酸石灰 15g

を水 10L に溶かした液

をかけてやると、根の再

生がよくなります。 

栽培ポイント 追肥 

苗が活着して半月ほどたったころと、心葉が立っ

て結球態勢をとるようになったころの２回、それ

ぞれ化成肥料を施し、中耕、除草も兼ねて覆土（ふ

くど）をしておきます。 

 キャベツは、乾燥に比較的弱い野菜です。乾燥

が続くと生育が止まり、肥料の吸収力も鈍るので

玉の肥大が妨げられ、石灰欠乏症も出やすくなる

といわれます。畑が乾いた時は、畝間に水を入れ

るか、株間にたっぷりと水やりをしておきます 

料理ヒント＆効能 

葉の軟らかい春キャベツは生が美味しくサラダ向きです。 

ビタミン C、ビタミン U が多く、ビタミン U は胃酸の分泌を 

抑えて胃潰瘍を防ぐ作用があります。 

収穫 

玉の頭部を押さえてみて、よくしまったものか

ら収穫を始めます。 

病害虫防除 

アオムシ、コナガ、アブラムシなどの害虫による 

被害が大きいので殺虫剤（BT 水和剤、オレート

液剤）を散布する。 

又防虫ネットを利用すると 

減農薬になります。（定植直後より行う。） 

保存ヒント 

丸ごと外葉で覆ってから紙などに包んでポリ袋に入れ、冷暗所に置く。 

使いかけは切り口をラップで密着し、ポリ袋に入れて冷蔵庫で保存する。 


